
宮 城 県 気 仙 沼 市
菅 原 正 浩

津波防災地域づくり
～ 大 谷 海 岸 ～



宮城県気仙沼市

旧唐桑町地域

旧本吉町地域

旧気仙沼市地域

大島

■宮城県の北東端に位置 「三陸復興国立公園」

■面 積 ３３２．４４㎢

■世帯数 ２６，１９３世帯（R6.9.30住民登録）

■人 口 ５６，５９０人 （同上）

■高齢化率 ４１．０％ （同上）

■主要産業 漁業，水産加工業，観光など2



2011年3月11日

東日本大震災
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東日本大震災 気仙沼市の被害（2024年3月1日現在）

死者：１，２４６人
行方不明者：２１２人
避難者数：約２０，０００人
建物被害：２６，１２４棟（全体の40％）
被災事業所：３，６７２事業所（全体の80％）

2011年３月11日午後2時46分

東北地方太平洋沖地震の発生
東日本沿岸に10mを超える巨大
津波が襲う
建物被害は全半壊合わせて40万

戸以上，２万人近い尊い命が失
われた
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被災した宮城県気仙沼向洋高等学校

→ 現在は「気仙沼市東日本大震災遺構・伝承館」
として保存・活用
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津波対策

◇津波を発生頻度により分類

◇東日本大震災のような発生頻度の
低い最大クラスの津波を L2津波
⇒ハード・ソフトの施策を組み合わせ，
多重防御による防災・減災対策

◇数十年から百数十年に一度の発生
頻度の高い津波を L1津波
⇒海岸堤防により確実に防御

◇被災地に建設された防潮堤はL１津波
に対応した高さに設定

◇三陸沿岸ではL1防潮堤でも10mから
15mの高さになることもある
（市内で最も高い防潮堤 T.P. +14.7m）
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人口約3,700人（自治会数13）。
大谷海岸という1kmにわたる砂浜を有し，震災前は海水浴場として
地域内外から愛される場所となっていた。

大谷海岸

大 谷

気仙沼市本吉町 大谷地区
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大谷海岸の砂浜も、津波と地盤沈下で消失した

国道45号

JR大谷海岸駅，道の駅大谷海岸
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建設海岸
（所管：宮城県土木部）

道の駅大谷海岸

第2種漁港
（所管：宮城県水産漁港部）

治山海岸
（所管：林野庁）

砂丘地形

国道45号線

JR気仙沼線跡地

大谷海岸周辺エリア

当初計画

道の駅 国道 民地

JR保安林

高台

砂浜
民地

土嚢（防潮堤仮復旧）
TP 9.8m

防潮堤

土嚢
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TP 9.8m

震災後の大谷海岸

当初予定されていた防潮堤は
わずかに残る砂浜を全て埋め立てる形で計画されていた
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住民参加
の署名活動

国・県からの防潮堤計画の説明
を受けて地域で協議。
⇒ 砂浜がなくなる…

2012年7月～8月に地区住民を対
象とした大谷海岸における防潮
堤計画の一時停止と住民意見の
反映を求めた署名活動を実施。

その結果、人口3,700人のうち
1,324人が署名した。
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震災復興計画の作成
2012年7月から旧本吉町内の15地域
振興会（自治会）毎に震災復興計画を
作成。

大谷海岸は地域全体の財産であると
確認し，砂浜を残す意思決定がなされ，
同年11月に気仙沼市長へ提出。
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大谷まちづくり勉強会
2012年10月，大谷地区の20代から
30代が中心となり結成。振興会が
作成した震災復興計画から，新しい
大谷海岸を考える勉強会を開催。

その結果を各振興会（各自治会）へ
提言。その後はコミュニティ活動へ
動きをシフト。 大谷里海(まち)

づくり検討委員会
2014年9月，大谷地区の若い世代が中心
のまちづくり協議会を結成。30人の委員
のうち8割が20代から40代。

大谷地区振興会連絡協議会から、大谷
海岸周辺の整備計画の検討を任され，
2015年8月にイラストと要望書を気仙沼市
長へ提出。13



大谷海岸のまちづくり
住民案（2015.8）
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やがて国道嵩上げに向けた関係者
会議が2015年12月に立ち上がる

住民の提案（意向）を計画に反映
させるため国や県と協議

この間，マスコミやSNSで取り上
げられ，大きな話題を呼ぶ
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大谷海岸
関係者会議

復興庁
宮城県土木部
国土交通省東北地方整備局
林野庁
JR東日本
気仙沼市建設部計画・調整課

各行政機関と住民
の意見交換会

大谷里海づくり検討委員会
(大谷地区振興会連絡協議会）

林野庁
宮城県土木部

同 水産漁港部
気仙沼市建設部計画・調整課

同 産業部観光課 16



各行政機関と住民との意見交換会

大谷里海づくり検討委員会と国・県・市による国道嵩上げや防潮堤の
位置の変更などに向けた意見交換が繰り返し行われた
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国道嵩上げ防潮堤兼用化の論理・理由付け

※防潮堤と国道の一体化：
震災前の広さの砂浜を復旧するため，防潮堤を大幅にセットバック。

国道背後地に道の駅を移転するため，国道はセットバックできず、

防潮堤の上に国道が乗らざるを得ない構造とし、嵩上げを実現した。

※海岸の管轄変更：
保安林エリアより山側にセットバック

できない治山海岸の防潮堤を，建設

海岸に変更しセットバックが可能に。

a
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◇防潮堤のセットバック
海岸防災林復旧事業では困難

→ 海岸の部分的な管轄変更（治山海岸から建設海岸へ）

◇道の駅
現在地（震災前と同じ場所）で災害復旧のみ

→ 嵩上げせず，国道背後地の東エリアに移設は可能
→ 嵩上げ後の背後地の西側に移設，災害復旧分と合わせ新設

◇国道45号線
全体の嵩上げは困難（背後地の嵩上げ可能エリアの取り付け部のみ嵩上げ）

→ 全てT.P.+9.8ｍに嵩上げ（雨水の勾配等を考慮）

◇国道背後地の窪地
嵩上げ困難

→ 背後地西エリアの道の駅移設付近のみ嵩上げ
その他は，誘致するものがあれば，その理由次第で嵩上げ可能

→ 全てT.P.+9.8ｍに嵩上げ

大谷海岸の主な協議の変遷
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2016年7月，各行政機関と大谷里海づくり

検討委員会が協力し，大谷海岸の整備計

画に関する住民説明を開催。

①防潮堤の高さ

②国道・背後地の嵩上げ

③震災前の砂浜の広さの復旧

に合意

住民説明会
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砂丘エリア海岸の管轄変更（治山海岸→ 建設海岸）

署名活動から5年 最終的な行政計画が完成 → 大谷海岸周辺の整備計画（2017.7）

西エリア

中央エリア

漁港エリア
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さらに詳細を調整しながら4年の月日が流れ…
2021年7月 大谷海岸が完成
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砂丘エリア（東側）

・砂丘の砂で防潮堤を被覆 （台形CSG工法）

・地下水を遮断しない構造 （サンドコンパクションパイル工法）

・飛砂防止対策 （植生の回復・繊維ネット設置）

・海浜植物の成長促進 （はまみどり設置 → 地元と一緒に）
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中央エリア

・震災前の砂浜2.8haを再生 （海岸の管轄変更・砂丘の砂使用）

・全ての場所から海が見える構造 （防潮堤と国道の一体化）

・親水性と避難のしやすさの向上 （全面階段形状）

・道の駅と海岸の相乗効果（エリア全体の一体的な計画づくり）
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西側エリア

・震災後に砂浜が残ったエリア
・防潮堤は震災前の高さで西側に延長
・背後地に「はまなす公園」を復旧
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大谷海岸海水浴場

2021年7月 11年振りの海水浴場オープン
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映画「すずめの戸締まり」の聖地

道の駅「大谷海岸」
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道の駅「大谷海岸」のテラスからの眺望
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故郷を取り戻す
二者択一を超えた第三の選択
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１．地域のアイデンティである砂浜を守りたかった
（まちづくりの上位概念と強い意思→住民が最後まで１つとなっていた）

２．信頼関係の構築，共通する想いの積み重ね
（対話できる関係性の構築→部分的合意形成の積み重ね）

３．関係機関の連携
（地域の想い何とかしようと各分野でそれぞれが最大限の努力をした）

困難を乗り越えた主な要因
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2011年
3月11日 東日本大震災発生

2012年
6月中旬 危険区域の説明会
7月中旬 署名活動開始
7月中旬 防潮堤の住民説明会
7月末 振興会ごとに復興計画作成開始
10月末 大谷まちづくり勉強会結成
11月初旬 復興計画・署名を気仙沼市長へ提出

2013年
6月初旬 大谷まちづくり勉強会から各振興会へ提言
6月中旬 行政側から振興会へ代替案提示

（署名と復興計画に対する返答）→ 合意せず

2014年
9月 大谷里海づくり検討委員会結成
12月 振興会と検討委員会への行政説明会

2015年
4月後半 イラストを使ったアンケート実施
8月末 イラストと要望書を気仙沼市長へ提出
10月中旬 要望書に対する気仙沼市から回答

→ 各行政機関との意見交換開始
12月 各行政機関の関係者会議開始

2016年
6月 各行政機関と検討委員会の意見交換

→ 国道かさ上げの可能性が示される
7月 住民説明会開催

→ 防潮堤の高さ，国道及び背後地
のかさ上げ，砂浜の広さに合意

9月 第1回景観検討会議

2017年
2月中旬 日本自然保護大賞審査委員特別賞受賞

（主催：（公財）日本自然保護協会）

2月 第2回景観検討会議
7月 住民説明会開催

→ 防潮堤の形状（勾配・法面形状・
スロープ・会談の位置等）の合意
形成が行われる

2018年
1月20日 大谷海岸着工式

2021年
3月 道の駅「大谷海岸」グランドオープン
7月 大谷海岸完成・海水浴場オープン

第2回復興計画賞
（主催：東京大学復興計画デザイン研究体）

第14回「全国まちづくり会議特別賞」
（主催：NPO法人日本都市計画画家協会）

2022年
第2回グリーンインフラ大賞
「国土交通大臣賞」 （主催：国土交通省）

大谷海岸の経過
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ご清聴ありがとうございます


